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おそらく五六名 +α 程度であろうは 0)。そごで、今度は⑤に列挙されている供出者を①や③と比較し
てみよう。すると、以下のようなデータが得られる。
A ①・③・⑤の全てにリストアップされている例 31 
B ①になく、③・⑤にリストアップされている例 19 
C ③になく、①・⑤にリストアップされている例 3 
D ⑤になく、①・③にリストアップされている例 8 
E ①にあり、③・⑤にリストアップされてない例 28 
F ③にあり、①・⑤にリストアップされてない例 9 
G ⑤にあり、①・③にリストアップされてない例 3 




これは致し方なかろう。むしろ五六名中五O名 (A+ B) までが③と重複していることを重視すべき
















H ①にあり、③にない例 18 
I ①・③の双方にある例 3 
一3(525)一
J ①・③、⑤にもある例 2 





















L ⑤の冒頭グループ(全五五名)にあって、②にもある例 7 








































( 3 ) 遠行馬銭を含む高昌国の租税制度については、関尾「トゥルファン出土高昌国税制関係文書
の基礎的研究一様記文書の古文書学的分析を中心として一 J (ー) ，. (五・未完) (Ii'人文科
学研究.!I <新潟大学人文学部〉第七四，七五，七八，八一，八三輯、一九八八，八九，九O.
九二，九三年)を参照されたい。
( 4 ) Ii'文書』町、一四八頁解説。
( 5 ) I墓誌録J、五八0頁。
( 6 ) 後述するように、氾法漕は義和年聞には兵部主簿の任にあったと考えられるが、それにして
は虎牙将軍はいささか低いように思われる。なおこの点に関しては、重光元(六二0)年二月
二二日という氾法梼の墓表の紀年にも注意する必要があろう(詳細については、闘尾 II義和
政変J新釈一惰・唐交替期の高昌国・遊牧勢力・中国王朝一 J <近刊予定〉、註(8 )を参照
されたい)
( 7 ) Ii'文書.!IIV、一四八頁解説。
( 8 ) Ii'文書.!IIV、一六二頁題解。
( 9 ) ごの点に関しては、関尾、前掲「トゥルファン出土高昌国税制関係文書の基礎的研究」
(三)を参照されたい。





































( 20) 第一九行目の下部の欠損を αとしたが、実際はー~二名程度であろう。
( 21) 明らかに同ーと判断できる例だけをカウントした。②の「口許寺」を北許寺とすれば、 Lは
f¥例になる。
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